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回 校生 愛 県 清 2 日 貝塚 番地 

観覧 料 | 一般 | 葵 生坂 和 | 

上 晃 @TEL ノ 052-409-1467 

| 個人 | 300 円 | 200 円 | @ 開 第 陸 間 ノ 9:30-17:00 
@ 以 車場 /15 台 

させ 250 円 1 50 円 ※ 月 曜日 が 祝日 ・ 振 替 休日 の 場合 は 、 
※ 学 校 行事 (高校 以下 ) 及び その 引率 者 、 中 学生 以下 、 障がい 者 の 方 及び その 付き 添い の 方 (1 名 まで ) は 無料 翌 平日 

  

新年 度 を 迎え て 

振り 返り レポ ボー トノ 企画 展 「 一 色 青 海道 跡 一 100 年 の 弥生 ムラ ー」 

。_ 清洲 城 ※ あ いち 朝日 遺跡 ミュ ー ジ アム より 
/ 月 / 清洲 城 まで 徒歩 約 1 0 分 弥生 ムラ づく り プ ロジ ェクト レポ ー ト 

= 【 一 般 】 200 円 大 im 
( 小 人 】150 円 cl ae 押 料 古代 体験 プロ グラ ム の お 知ら せ 
( 小 中 学 生 ) ※ 幼 児 無料 e S 時 

ーー 連載 プ ミ ュー ジア ム ス タ ッ フ の こぼれ 話 
@ 肝 知 県 清須 市 朝日 城 屋敷 1 中 ーー 還 議 も 記 居 市 守山 区 大 字 上 志 段 叶 字 前 山 1367 
@TEL/052-409-7330 し @TEL/052-739-0520 コー つ に っ 
@ 開 館 時 間 ノ 9:00 一 16:30 ーー @ 開 館 時 間 ノ 9:00 一 17 :00 ど 月 5 月 の で まき ごと 
@ 休 和 館 日 月 曜日 ー 3 @ 休 和 館 日 月 曜日 
※ 月 曜日 が 祝日 ・ 振 替 休日 の 場合 は 、 翌 平日 ※ 月 曜日 が 祝日 振替 休日 の 場合 は 、 翌 平日 シリ ー ズミ ニュ ニン カグラ ルク 人 有 リア 

遺跡 ミュ ー ジ ア ミュ ー ミ し に ちい らち 彰人 ミュ ー ジ テム マル た ME 計 グ 7 を ・ レ ョ ルン を アカ と クロ が レ mc 
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4 1 く エー 1 中 | S | | FE マー テニ で E 中 エマ ー 

あい 朝日 貴 足跡 ミュ ー ジ アム 
ーー / bh さっ 名 古屋 第 二 

0 バズ ん ーー っ 環状 自動 車道 

い イア 3 e や ピア ゴ * ラミ リー マー ト 

- - ジ 還 > ) 3 SN、 [大 ドラ ッ グ ストア に 24 Ne 

ail ai > 徒歩 約 20 分 DP 2 ん あり プ ビ ー ル へ 、 

ニー 名 古屋 第 二 環 状 自動 車道 「 清 洲 東 IC」 か ら 約 1 分 
Ta 光電 わ ご 利用 いた だ け ま す 。 

駐車 場 の 数 に は 限り が あり ます 。 出来 る 限り 公共 交通 機関 の ご 利用 を お すす めし ます 。 

また 状況 に 応じ て 、 館内 の 一 部 閉鎖 お よび 関連 イベ ント を 中 止 す る 場合 が あり ます 。 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 防 止 対策 の た め 、 入館 時 の マス ク 着用 お よび 、 検 温 と 手指 消毒 を お 願い し ます 。 

人 術 吐 詳し く は 公式 WEB ペ ー ジ に て ご 確認 くだ さい 。 
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o https://aichi-asahi.jp/ 上 上 SNS も ご 覧 くだ さい  



新年 度 を 迎え て 

2022 年 度 が スタ ー ト し 、 あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ アム 

も 2 度目 の 春 を 迎え まし た 。 この 度 の 人 事 異 動 で 第 2 代 
の 館長 に な り ま し た 洲 普 と 申し ます 。 

当 ミ ュー ジア ム は 、 東海 地方 を 代表 する 弥生 時 代 の 遺 
跡 朝日 遺跡 ] の 魅力 を 発信 する 施設 と し て 、 2020 年 1 

月 に 開館 し まし た 。 見 どこ ろ は 、 館内 に 展示 され て いる 

銅 鍵 や 円 窓 付 土器 、 赤 彩 土器 な ど 国 の 重要 文化 財 「 彰 
日 遺跡 出土 品 」 や 、 弥 生 時 代 の 生活 の 様子 を わか りや 

すく 再現 し た アニ メ 映 像 や ジオ ラマ で す 。 また 、 年 間 を 通 
じ て 火 起こ し 体験 な ど | 古代 体験 プロ グラ ム ] を 用 意 し 

て いる ほか 、 屋外 に 復元 され た 当時 の 建物 や 水田 、 環 

漂 な ど を 通し て 、 弥生 時 代 の 生活 を 体感 する こと が で き 
ます 。 

今年 度 も | 一色 青 海 遺 跡 一 100 年 の 弥生 ムラ ー」 を 始 
め 4 回 の 企画 展 、「 弥 生 ム ラ づ くり プロ ジェ クト 」 、 さ ら に 

  

  

  

      3   

各種 イベ ント の 実施 な ど 、 様々 な 企画 を 通じ て 朝日 遺跡 

が 持つ 魅力 を 余す と ころ な く 発 信 し て まい り ま す 。 

この 「 朝 日 遺跡 だ より | も 、 表紙 の デザ イン を 新しく し 

まし た 。 マ スコ ッ ト キ ャ ラク ター 「 ア カ と クロ | が 毎回 登場 

し 、 四季 折々 の ミュ ー ジ アム の 景色 を 案内 し て くれ ます 。 

これ か ら も スタ ッ フ 一 同 、 来館 し て いた だ いた 弟 様 方 

に 満足 し て いた だ ける よう 努め て まい り ま す 。 今後 と も よ 

ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 

あい ち 彰 昌 道中 ミュ ー ジ アム 館長 
洲 知 和宏 

199 年 県 立 学校 教諭 と し て 就職 

1989 年 か ら 、 県 の 埋蔵 文化 財 調査 及び 文化 財 

保護 の 担当 者 と し て 、 県 立 学校 と 

県 文化 財 関係 機関 を 行き 来 する 
n ロ nn 年 愛知 県 埋蔵 文化 財 調査 セン ター 所 長 

兼 あ いち 朝日 遺 蹴 ミュ ー ジ アム 館 に 

就任 

AA 振り 返り レポ ー ト 

に 性 明太 Wi 期間 2022 年 4 月 29 日 ( 土 ) 6 月 26 日 (日) 
企画 展 ニー 場所 あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ アム 本 館 ・ 企 画展 示 室 

ー 1]0OO 年 の 新生 か ラ - 一 

  

令 和 4 年 度 春の 企画 展 は 、 稲沢 市 の 一 色 青 海 遺跡 

を 特集 し た 展示 を 開催 し まし た 。 

一 色 青 海 遺 跡 は 、 県 道 の 建設 、 日 光 川 上 流 浄化 セン 

ター の 建設 及び 拡充 事業 に と も な い 、 1990 年 代 か ら 愛 

知 県 埋蔵 文化 財 セ ンタ ー が 発掘 調査 を 実施 し て きま し 

た 。 これ まで の 調査 面積 は 約 4 万 に 及び 、 弥 生 時 代 

集落 の ほぼ 全容 が 明らか に な っ て いま す 。 この 集落 は 、 

紀元 前 1 世紀 を 中 心 と する 100 年 程 し か 続き ませ ん が 、 

主軸 が 17.6m も ある 巨大 な 掘 立柱 建物 を な はじ め 、 注 目 

され る 資料 が 多数 出土 し て いま す 。 濃 尾 平野 の 拠点 的 

な 集落 の 一 つと し て 、 弥生 時 代 の 社会 を 知る うえ で も 

重要 な 遺跡 で す 。 

この 企画 展 で は 、 約 80 点 の 出土 品 を 展示 し まし た 。 

な か で も 注目 され る の は 、 シ カ が 描か れ た 土 製品 で す 。 

ー つ は 人 筒 形 土 製 品 と 呼ば れる 容器 で 、 赤い 顔料 (ベン 

ガラ ) で 、 縦 に 連続 する 6 頭 の シカ が 描か れ て いま す 。 

も う 一 つ は 、 土 製 の 垂 飾 (ペン ダン ト ) に シカ が 線 刻 さき 

れ て いま す 。 

また 、 低 地 に 立地 し て いる 一 色 青 海 遺 跡 で は 、 木製 

品 も 良好 な 状態 で 遺存 し 

て いま し た 。 と くに 編 組 

製品 (カゴ な どの 編み 

物 ) や その 素材 まで も が 

残っ て お り 、 土 ご と 取り 上 

ば げ ら れ 保 存 処理 が 施さ 

れ て いま す 。 観覧 し た 方 

か ら は 、 現 代 と 変わ ら な 

い 編 み 物 の 技術 に 驚い た 

と いう 感想 を いく つも い 

だ た だ きま し た 。 

    Pi
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あい 朝日 遺 陰 ミ ュー ジア ム 連 
|!|||/|||| 
特別 企画 展 パ ポス ター 

    

企画 展 写 真 

さて 、 一 色 青 海 遺 跡 が 営ま れ た 弥生 

時 代 中 期末 (紀元 前 1 世紀 ) に は 、 急速 

に 湿潤 (寒冷 ) 化 が 進む な ど 、 大き な 気 

候 変 動 が あっ た こと が わか っ て きま し 

た 。 この 時 期 は 、 朝日 遺跡 で も 集落 の あ 

り 方 が 大 きく 変化 し まし た 。 気候 変動 に 

よる 環境 変化 が 弥生 時 代 の 人 々 の 生活 

や 社会 に どの よう な 影響 を あ た えた の 

か 、 そ の 詳細 を 解明 し て いく うえ で 、 一 

色 青 海 遺跡 や 朝日 遺跡 は 重要 な 意味 を の 

も つ 遺 跡 と いえ る で し ょ う 。 (原田 幹 ) カコ の 拡大 

イイ イイ イイ イイ イイ イィ 

弥生 体験 を 実践 し て いま す 。 

土器 炊飯 を 実施 し まし た ! 目 2 月 2oB (日) 

テニ ェ 

    

  

    

  

だ 氏 “ 
弥生 ムラ づく り プ ロジ ェクト の 集大成 と も いえる イベ ント 、 

土器 炊飯 を 2 月 20 日 (日 ) に 開催 。 体 験 水田 で の 田 起 こし 、 田 
植え か ら は じ ま り 石 包 」 で 収穫 、 脱 殻 し た お 米 を 、 炊 飲用 に 

焼成 し た 土器 で 炊飯 に 挑戦 。 火 は も ちろ ん 火 起 こし 器 か ら 。 
火 が つい て か ら 30 分 ほど で 出来 上 が り 、 つ まく いく か どう つか 
心配 し て まし た が 思っ た 以上 に 上 手 に 炊け 、 ム ラ づ くり プロ 
ジェ クト の 参加 者 や 当日 の 来館 者 に も 試食 し て いた だ き 好 評 
で し た 。 ま た 来年 も ご 参加 お 待ち し て お り ま す 。 

  

ママ マヤ マヤ ャ ヤマ 

弥生 ムラ つく り プ ロジ ェクト < ぐ 臣 言 > 
体験 水田 で の 稲作 を と お し て 古代 米 の 田植 え か ら 石 包丁 を 使っ た 稲 利 り まで 

        

ボラ ンティア ガイ ド 目 3 間 
3 月 より ボラ ンティア ガ 

イド さん 「 お も て な し ムラ 

。 人 | が ご 案内 を 開始 。 こ の 

遇 =。 ボラ ンティア ガイ ド に は 、 
- 地元 の 重要 な 史 蹴 朝日 

。 遺跡 を 盛り ト 上 げた いと い 
つう 熱意 の ある 方 々 が 集 ま 

.。 り 、 朝 日 遺跡 の 知識 ほぼ 
ご ゼロ の 状態 か ら 研修 を 重 

ね て 、 対 応 さ れ て いま す 。 

皆さん と て も 欧 強 熱心 な 

方 々 で す 。 現 在 は 土日 を 

中 心 に キッ ズ 考 古 ラ ボ で ご 質問 に お 答え し た り 展 示 の 解説 補 

助 を 行っ て いま す 。 皆 さん の 質問 が ガイ ド を さら に 成長 させ 

て くれ る と 思っ て ます の で 是非 お 気軽 に お 声 が け く だ さい 。



ショ ッ プ クッ ス 説 
【 怠 型 銅器 マグ ネッ ト 】 

巴 型 銅 宮 は 、 盾 に 取り 付け る こと で 、 敵 か ら 身 を 守っ て くれ る お 守り と し て 使用 され た と 考 

えら れ て いま す 。 当 館 で は マグ ネッ ト を 取り 付け こし 、 い つ で も も どこ で も 悪 を 追い 払っ て くれ る 

巴 型鋼 器 マ グ ネ ッ ト と し て 現代 に 復活 させ まし た 。 少量 生産 の た め 、 入 荷 に は 時 間 が か か り ま 

す 。 気 に な る 方 は ぜひ お 早め に 買い 求め くだ さい 。 

土 ・ 日 ・ 視 開催 会 坦 本 銀 ・ 体 験 学習 室 
  

  

巴 型 銅器 マグ ネッ ト \500 (税込 ) 

※2022 年 7 月 2 日 ( 土 ) か ら 9 月 25 日 (日 ) ま で の 土 ・ 日 ・ 祝 日 に 開催 ( 各 日 1 回 ) 
※ 当 日 ミュ ー ジ アム 受付 に て お 申し 出 く だ さい 。 (事前 予約 は で きま せん ) 

  

ze 7 月 限定 スニ ユー 教材 費 

高 拓 を 作ろ う 
上 時間 15:00 (602) 10 人 を 作ろ う 

ーー ーー 男 時 間 ノ 15:00 (602) 

    

    連載 (シリ ー ズ 5) 
7// 

ミュ ー ジ アム の 中 に 「 キ ッ ズ 考古 ラボ 」 と いつ 部 屋 が あ 

り ま す 。 し か し この 部 屋 は キッ ズ だ け の も の で は な いん 

で す 、 と いう お 話 を 。 た と えば 躍 殻 や 竹 軒 を 使っ て の 

土器 文様 付け 体験 ] は 土器 作り の 工程 、 文 様 付け の 作 

業 を 楽し め ま す 。 し か し 何 も な い キ ャ ン バ ス に 模様 を 描 

いて みる 難し さ 、 実 際 の 土器 を 見 返す と 、 弥 生 人 の 職人 

技 に 感服 。 ま た 、 き れい な 状態 で 出土 し た 朝日 遺跡 の 木 

製品 。 こ れ を 本 物 と 同じ 材質 で 復元 し た 農具 は 手 に 取 

る こと が で き 、 用 途 に よっ て 木材 を 使い 分 けた 経験 的 な 

知恵 に 感心 し ます 。 さ ら に 、 朝 日 銅 鍵 を 鳴ら し て その 音 

が 聞け る な ん て こと も 復元 品 な ら で は 。 原 寸 大 で 再現 

され た 青銅 器 の 銅 鍵 自 体 、 目 に する の も 珍し い の で は 

な いで し ょ つか が 。 

  

土器 片 復元 し た 弥生 時 代 の 道具 

  

  

ogs 8 月 限定 メニ ユー = [ze 9 月 限定 メニ ュー 
シカ 月 ア フ セ サリ ー 本 計 s=。 ニ = おうち で 燃 け る / Eh 

  

10 人 土器 づ ぐ り が 
田 時 間 ノ 15:00 一 (60 分 ) 

  

ミュ ー ジ アム ズバ 7 ッ フ の こ | まれ 中 

ほか に は 、 出 土 し た 土器 片 を いく つが 展示 。 こ ちら も 

手 に 取っ て 重 さ 、 厚 み 、 色 、 文 様 の 違い な ご 欠片 か ら 触感 

で 土器 の イメ ー ジ が で きま す 。 

そん な ガラ スケ ー ス 越し で は 伝わら な いこ と を 、 触 っ 

た り 、 描 いた り 、 聴 いた り で きる の が この キッ ズ 考 古 ラ 

ボ 。 「 子 ども の 部 屋 な の ね ] 

と 通り 過ぎ ず 、 ぜ ひ 展 示 の 

観覧 と セッ ト で お 入り くだ 

さい 。 

(指定 管理 者 宇井 ) 

て = 

  
土器 文様 付け 体験 復元 し た 朝日 銅 氏 

   

どら 月 一 5 月 の で き ご と 

「 体 験 弥生 ムラ 」 
@ 日 時 : 2022 年 3 月 5 日 ( 土 ) 
人 @ 場 所 : あい ち 朝 日 遣 貴 ミュ ー ジ アム 
@ 内 容 : 弥生 時 代 を 体感 で きる イベ ント と し て 、 「 体 験 弥生 ムラ 」 を 開 

催し まし た 。 勾玉 作り や 火 起 こし 、 ア ン ギ ン 編 み 体 験 、 土 器 炊 
飯 を 通し て 弥生 時 代 を 体験 し こも ら う と 共に 、 バ ッ ク ヤ ー ド ツ 
アー や 、 考 古 相 談 会 で 弥生 時 代 の 知識 を 深め る 1 日 と な り ま し 
た 。 ま た 、 当 日 は 出店 ブー ス や キッ チン カー も 展開 し 、1 日 楽し 
め る イベ ント と な り ま し た 。 

負 お H 

「 お 菓子 づく り で 楽し お 朝日 遺跡 」 
@ 詳 Bi : 波 辺 康子 ( 御 菓子 負 わ た な べ ) 
@ 日 時 : 2022 年 2 月 6 日 (日) 午後 1 時 30 分 か ら 午後 3 時 30 分 まで 
@ 場 所 : わい ち 彰 日 適 防 ミ ュー ジア ム 本館 ・ 研 修 室 
人 内容 : 古代 を 代表 する 装飾 品 本 

「 色 玉 ] を モチ ー フ に 、 も 
「 ね りき り 」 を 作り まし た 。 

と 

ミミ 
っ 

- 
を 

人 

『 

「 弥 生 マ ン ガ 教室 」 
@ 薄 6 : 杉 団 正 一 (漫画 家 ) 
@ 日 時 : 2022 年 3 月 12 日 寺 ) 午後 1 時 30 分 か ら 午後 9 時 まで 
@ 坦 所 : あい ち 間 日 適 中 ミュ ー ジ アム 太 錠 ・ 研 修 補 
@ 内 容 : 清 市 出身 の 漫画 家村 

正 一 先生 を 講師 に 招き 、 朝 
日 遺跡 を テー マ に し た マ 
ン ガ の 製作 を 子ども た ち 
に 体験 し て も らい まし た 。      

  

「 田 起こ し 体験 」 
念 講師 : 原田 幹 (本 ミュ ー ジ アム 学芸 貞 ) 
@ 日 時 : 2022 年 5 月 4 日 ( 水 * 祝 ) 
人 @ 場 所 : あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ アム 体験 水田 
@ 内 容 : 弥生 時 代 の 田んぼ を 復元 名 

し た 、 体 験 水田 で 、 木 製 
農具 を 使っ て 田植 え の 前 
準備 「 田 起こ し 」 を 行い 
まし た 。 

  

くる 弥生 時 代 の 姿 に 触れ て みて くだ さい 。   
な 画 必 弥生 人 と いき も の ら 022 シカ を ね ら え !」 開催 の お 知ら せ 

会 期 :2022 年 7 月 23 日 ( 土 ) 9 月 19 日 (月 ・ 祝 ) 
弥生 人 と いき も の の 関係 を 紹介 する 、 夏 の 子供 向け 展示 の 第 2 弾 。 今回 は 弥生 人 に 

と っ て 最も 大 切な 動物 だ っ た シカ が テー マ で す 。 弥生 人 は 弓矢 で シカ 狩 を し 、 シ カ の 角 や 
骨 で 様々 な 道具 や アク セ サ リ ー を 作り 、 シ カ の 骨 で 占い も し て いま し た 。 シ カ が 描か れ た 
弥生 土器 や 銅 鍵 も 見 つか っ て いま す 。 今年 も クイ ズ を 解き な が ら 、 シ カ を と お し て 見 えて 

「 弥 生 こ ども の 日 」 
人 @ 日 時 : 2022 年 5 月 4 日 ( 土 ) 
信 場 所 : あい ち 朝 日 遺 貴 ミュ ー ジ アム 
@ 内 容 : 今年 の 「 弥 生 こ ども の 日 」 は 「 活 動 ] を テー マ に 、 様 々 な イベ ン 

ト を 実施 し まし た 。 「 弥 生 こ ども 劇場 ]」 で は 、 立 ち 見 を され る お 
客 様 も 多く 、 定 員 の 約 2 一 2.5 倍 の お 客 様 に 観 疫 いた だ く こ と 
が で きた ほか 、 劇 中 に あっ た クイ ズ も と て も 盛り 上 が り ま し た 。 
また 、 出 店 ブー ス で は 「 体 感 ! し だ み 古 墳 群 ミ ュー ジア ム ] の 和 缶 
バッ ジ づ くり や 「 歴 史 の 里 マ イス ター の 会 」 の 填 輪 づく り の 講 
座 も 開催 され 、 た くさ ん の お 客 様 が 楽し まれ て いま し た 。 

  

「 キ リ ギ リス 鳴く 弥生 ムラ 」 
人 @ 講 師 : 森 勇 一 (愛知 に 自然 史 博 物 館 を ! 協議 会 副 会 長 、 な ご や 生物 多様 件 セン ター アド バイ ザー) 
@ 日 時 : 2022 年 3 月 6 日 (日 ) 午後 1 時 30 分 か ら 午 後 3 は 時 まで 
人 場所 : あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ アム 本館 ・ 研 修 室 

人 内 容 : 「 ム シ が 語る 弥生 時 代 の 朝日 ハラ] 、 「 ム シ を 食べ て いた 縄文 人 
の 話 ] 、 「 地 質 時 代 の 昆虫 化石 ] の 3 部 構成 で 開催 し まし た 。 

「 一 色 青 海道 跡 を 考え る 」 
@ 菩 6 : 深澤 芳樹 ( 元 奈良 文化 財 研 究 所 副 所 長 ) 
@ 日 時 : 2022 年 5 月 21 日 ( 二 午後 1 時 30 分 か ら 午後 8 時 まで 
@ 場 所 : あい ち 彰 日 和 跡 ミュ ー ジ アム 本 館 ・ 研 修 室 
@ 内 容 : 一 色 理 省 忠 は 、 短 命 で す が 情報 量 が 多い 不 因 議 な 遺 蹴 で す 。 出土 

し た 緑色 の ヒス イ の 勾玉 や 、 シ カ の 絵 が 描か れ た 土 製品 な ど を 通し 
て 、 様 々 な 視点 か ら こ の 遺 防 に つい て 解き 明か し まし た 。 

    

講座 ヒス トリ ー カ フェ 

「 上 貝殻 山 貝 塚 に 暮らし た 人 々 」 
人 @ 講 師 : 原田 幹 (本 ミュ ー ジ アム 学芸 員 ) 
@ 日 時 : 2022 年 2 月 20 日 (日) 午後 1 時 30 分 か ら 午 後 2 時 30 分 まで 
人 場所 : あい ち 朝 日 遺跡 ミ ュー ジア ム 本館 ・ 研 修 室 
人 @ 内 容 : 貝殻 山 貝 塚 の 出土 品 を 通し て 、 弥 生 時 代 初期 に この 地 に 移り 

住 る で きた 人 々 の 生活 や 交流 に つい て 掘り 下げ る と と も に 、 
企画 展 の 見 どこ ろ に つい て 紹介 し まし た 。 

   



   

  

区 

ミュ ー ジ アム 収蔵 品 フ ァイル No.4 この コー ナー で は 、 あ いち 朝日 遺跡 ミュ ー ジ アム の 収蔵 品 か ら 、 
選りすぐり の 資料 を 紹介 し て いき ます 。 

  ガラ ス 小 玉 * が 六 め 入 ま れ た 志 

  
土器 の 全体 写真 展示 室 を 撮影 いい 

ガラ ス 小 玉 の 拡大 

今回 は 、 ガ ラス の ビー ズ が 埋め 込ま れ た と て も 珍し い 土器 を 紹介 し ます 。 

この 土器 は 、 赤 彩 土器 (パレ ス ・ ス タイ ル 土 器 ) の 電 の 口 縁 部 の 破片 で す 。 形 や 文様 の 特徴 か ら 、 弥 生 時 代 後期 一 終末 

期 一 3 世紀 頃 ) に 製作 され た と も の と み ら れ ます 。 

土器 の 口 縁 部 に ク シ で 綾 杉 状 の 文様 が 描か れ て いま す 。 その 文様 に 重ね る よう に 、 青 色 の ガ ラス 小玉 (ビー ズ ) が 埋め 

込ま れ て いま す 。 よく みる と この 小玉 は 、 半 分 ほど に 割れ た 破片 で す 。 近く に は 同じ よう な 形 の 凹み が ある こと か ら 、 も と も 

と 二 つ に 割れ た 小玉 を 対 に し て 埋め 込ん だ も の の 、 一 つ は は ずれ て し まっ た よう で す 。 

小玉 は 土器 の 文様 の 上 か ら 埋 め ら れ て いま す 。 お そら く 土 器 が 完成 し て すぐ 、 乾燥 し て 堅く な る 前 の タイ ミン グ で 埋め 

込ま れ た の で し ょ う 。 その 後 土器 は 火 に か け て 焼 か れ ま し た 。 現代 の 陶磁 器 の よう に 高温 で 焼 か れ た ら ガ ラス も 溶け て し 

まい ます が 、 弥 生 土 器 は 800C ほ どの 低い 温度 で 焼 か れる た め 、 ガラ ス 小 玉 は 溶け ず に 埋め 込ま れ た まま 残り まし た 。 

さて 、 ガラ ス は 弥生 時 代 に 大 陸 か ら も た ら さ れ た 新しい 技 

術 で 、 主 に 装身具 と し て 使わ れ ま し た 。 この ガラ ス 小 玉 の よう 

に 、 数 ミリ 程度 の 小さ な も の で も 、 当時 は と て も 貴重 な も の で 

し た 。 し か し 、 この よう に 土器 に ガラ ス が 埋め 込ま れ た よう な 

例 は 、 日 本 で は 他 に 知ら れ て いま せん 。 この 土器 が 唯一 の 事 

例 と な っ て いま す 。 

誰が ガラ ス 小 玉 を 土器 に 埋め 込ん だ の で し ょ うか 。 土器 を 

作っ た 人 、 あ る い は 別 の 人 な の か 。 その 理由 は 、 単なる 思い 

つき か いた ずら 心 か 、 そ れ と も 何 か ガ ラス 小玉 に 縄 わ る エピ 

ソー ド が あっ た の で し ょ うか 。 も し 対 に な る も う 半 分 の 破片 

が そろ っ た ら …。 そん な こと に 思い を 馳せ て みる の も 楽し い 

で すね 。 (原田 幹 ) 土器 実測 図 
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(屋外 編 その 5) で 
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0 スコ トキ /4 で 
「 ア カ ] [クロ 」 / ミト 

( 事 前 に 紹介 し た 田んぼ ( 体 験 水田 ) と 堅 穴 住居 の 間 に は 、 も う 1 棟 建物 が 建っ て いる よ 。 
この 建物 は 何だ ろう ? 

これ は [高床 倉庫 」 と いつ 建物 だ よ 。 地面 に 直接 柱 を 立て 、 床 が 高く 作ら れ 

て いる の ガ が 特徴 で 、 弥 生 時 代 に 広まっ た 建物 な ん だ 。 

     

床 が 高い と ころ に ある と 出入 りす ちの に 不便 な よう な 。 
何 に 使う 建物 な の か な ? 

床 が 高い の で 、 こ の 復元 建物 の よう に 、 ハ シゴ を か け て 出入 り し て いた よう 
だ ね 。 
名 前 の と お り 倉庫 、 と くに 収穫 し た イネ な どの 表 物 を 将 える た め の 建物 だ と 
考え られ て いる 。 床 が 高い こと で 風通し が よく な り 、 中 身 を 湿気 か ら 守る こと 

が で きた 。 ま た 、 ネ ズミ な どの 獣 害 か ら も 守る こと が で きた ん だ 。 

  

(25 ミコ ジア ム 内 ) 

( 吊 ずい ぶん と 小さ な 建物 だ けど 、 そ ん な に た くさ ん も の は 入ら な か っ た の か な 。 
弥生 時 代 の 高床 建物 に は 5mf ほ どの 小さ な 

も の か ら 100m も ある 大 き な も の まで 、 さ ま 

ざま な 大 き さ の も の が 見 つか っ て いる 。 ミュ 

ー ジ アム に 復元 され て いる 建物 は 、 小 さ な サ 

イズ の 遺構 を 元 に し て いる ん だ 。 ち な み に 企 

画展 で 紹介 され て いた 一 色 青 海 遺 跡 で は 90 

m 近 く あ る 巨大 な 建物 が 見 つか っ て いる 。 こ 

れ は 、 単 な る 廊 庫 で は な く 、 

神殿 や 首長 の 居宅 な ど 、 

特別 な 意味 を 持っ た 建物 

だ っ た の か も し れ な い 。 

  

集落 に 点 在 す る 高床 門 庫 の 様子 (模型 ) (本 ミュ ー ジ アム 展示 室内 ) 

  

と ころ で 、 ミ ュー ジア ほん と だ 。 復 元 し た だ け で な く 、 

  

    
ム の 高床 倉庫 は 、 体 験 実際 に 禄 庫 と し て 使っ て いる ん だ 。 

水田 の 近く に 建て られ 今回 も 
て いる 。 こ こ で 収穫 され こい 
た お 米 や 農作業 に 使う 話 を 聞い た よ 
道具 を し まっ て ある ん 
だ よ 。 

  
原田 幹 ( あいち 朝日 遺跡 ミュ ユー ジア ム 学 芸 員 ) 

 


